
(57)【要約】

【課題】MIDI規格による電子楽器等の演奏装置を身体の

不自由な人が容易に演奏し、また、その演奏のための作

曲をすることができる演奏インターフェースを提供する

。

【解決手段】本発明に係る演奏インターフェースは、筋

電信号に基づき演奏データ又は演奏制御データを作製し

、これを演奏装置に入力するための演奏インターフェー

スであって、筋電信号を取得するための筋電センサと、

該筋電センサからの筋電信号に基づき筋電時間微分信号

を作製する微分手段と、筋電信号又は／及び筋電時間微

分信号を利用して演奏データ又は演奏制御データを作製

する入力装置と、該入力装置により作製された演奏デー

タ及び演奏制御データを保存する記録手段と、を有する

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筋 電 信 号 に 基 づ き 演 奏 デ ー タ 又 は 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 し 、 こ れ を 演 奏 装 置 に 入 力 す る
た め の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ っ て 、 筋 電 信 号 を 取 得 す る た め の 筋 電 セ ン サ と 、 該 筋 電
セ ン サ か ら の 筋 電 信 号 に 基 づ き 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 作 製 す る 微 分 手 段 と 、 筋 電 信 号 又 は ／
及 び 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 利 用 し て 演 奏 デ ー タ 又 は 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る 入 力 装 置 と 、
該 入 力 装 置 に よ り 作 製 さ れ た 演 奏 デ ー タ 及 び 演 奏 制 御 デ ー タ を 保 存 す る 記 録 手 段 と 、 を 有
す る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
に よ り
　 入 力 装 置 は 、 筋 電 信 号 を 識 別 さ せ る 機 能 選 択 手 段 と 、 該 機 能 選 択 手 段 に よ り 識 別 さ れ た
筋 電 信 号 及 び そ れ に 基 づ く 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続
時 間 を 保 存 す る 特 徴 保 管 手 段 と 、 音 高 及 び 音 価 を 選 択 す る 音 符 取 得 手 段 と 、 操 作 メ ニ ュ ー
と 結 果 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 と 、 前 記 特 徴 保 管 手 段 に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 持 続 時 間 を 音
価 に 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 と 、 を 有 す る も の で あ っ て 、 演 奏 デ ー タ を 作 製 す る こ と が で
き る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 音 量 に 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 演 奏 の テ ン ポ に 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 を 設 け た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 入 力 装 置 は 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 教 示 す る 動 作 教 示 手 段 と 、 筋 電 信 号 を 識 別 さ
せ る 機 能 選 択 手 段 と 、 該 機 能 選 択 手 段 に よ り 識 別 さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基 づ く 筋 電 時
間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保 管 手 段 と 、
該 特 徴 保 管 手 段 に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ に 演 奏 曲 の テ ン ポ 、 筋 電 信 号 の 持
続 時 間 に 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 、 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 大 き さ に 音 量 を 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手
段 と 、 操 作 メ ニ ュ ー 及 び 前 記 動 作 教 示 手 段 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 と 、 を 有 す る も の で あ っ
て 、 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る こ と が で き る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 、 筋 電 信 号 と 関 係 づ け ら れ た 、 演 奏 曲 の テ ン ポ 、 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 及 び 音 量 の
う ち 、 い ず れ か 一 以 上 の デ ー タ を パ ラ メ ー タ と す る 指 揮 パ タ ー ン を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 入 力 装 置 は 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 教 示 す る 動 作 教 示 手 段 と 、 筋 電 信 号 を 識 別 さ
せ る 機 能 選 択 手 段 と 、 該 機 能 選 択 手 段 に よ り 識 別 さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基 づ く 筋 電 時
間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保 管 手 段 と 、
該 特 徴 保 管 手 段 に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 大 き さ に 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 、 筋 電 時 間 微 分 信 号
の 大 き さ に 音 量 を 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 と 、 操 作 メ ニ ュ ー 及 び 前 記 動 作 教 示 手 段 を 表 示
さ せ る 表 示 手 段 と 、 を 有 す る も の で あ っ て 、 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る こ と が で き る も の
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 さ ら に 、 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス の 程 度 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 さ ら に 、 筋 電 信 号 の 大 き さ 及 び 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 大 き さ を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 を 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 筋 電 信 号 の 機 能 選 択 手 段 に よ る 識 別 は 、 筋 電 信 号 を ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 処 理 に よ り
行 う も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 筋 電 セ ン サ の 出 力 を A/D変 換 し 、 全 波 整 流 及 び 平 滑 化 処 理 し て 得 ら れ る 時 系 列 信 号 を E l (
t)(l=1、 2、 ・ ・ ・ 、 L)と し て 、 下 記 式 （ １ ） に よ り 表 さ れ る P(t)を 入 力 装 置 へ 筋 電 信 号
と し て 出 力 す る セ ン サ 信 号 処 理 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か
に 記 載 の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 MIDI規 格 に よ る 電 子 楽 器 等 の 演 奏 装 置 を 演 奏 す る た め の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー
ス に 係 り 、 特 に 筋 電 信 号 に 基 づ き 演 奏 デ ー タ 又 は 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 し 、 こ れ を 演 奏 装
置 に 入 力 し て 演 奏 さ せ る こ と が で き る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 楽 器 の 演 奏 や 作 曲 は 一 般 に 高 度 な 技 能 を 要 し 、 誰 で も 簡 単 に 演 奏 や 作 曲 が で き る と い う
わ け に は い か な い が 、 で き る な ら ば 楽 器 の 演 奏 や 作 曲 を し た い と 思 う 人 は 多 い 。 こ の た め
、 多 く の 人 に 楽 器 の 演 奏 や 作 曲 を 楽 し ん で も ら う た め の 方 法 や 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 、 指 揮 棒 や 手 振 り コ ン ト ロ ー ラ な ど の 揺 動 操 作 子 の 揺 動 ま た は 該
揺 動 操 作 子 に 設 け ら れ た セ ン サ の 出 力 に 基 づ い て 音 量 、 音 色 、 音 長 な ど に 関 す る 楽 音 パ ラ
メ ー タ を 制 御 す る 楽 音 パ ラ メ ー タ 制 御 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 楽 音 パ ラ メ ー タ
を 出 力 す る 演 奏 手 段 と 、 揺 動 セ ン サ を 備 え た 揺 動 操 作 子 と 、 前 記 揺 動 セ ン サ の 出 力 波 形 の
特 徴 を 抽 出 す る 特 徴 抽 出 手 段 と 、 該 特 徴 抽 出 手 段 で 抽 出 さ れ た 特 徴 に 基 づ い て 前 記 楽 音 パ
ラ メ ー タ を 制 御 す る 楽 音 パ ラ メ ー タ 制 御 手 段 と 、 を 備 え た 楽 音 パ ラ メ ー タ 制 御 装 置 が 提 案
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に 、 ユ ー ザ ー の 指 示 に 応 じ て 音 符 単 位 に 、 そ の 音 符 の 種 類 、 及 び そ の 発 音 条
件 を 自 動 的 、 且 つ 個 別 に 選 択 す る よ う に し た こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー に と っ て は 自 身 が 作 曲
を 行 っ て い る 実 感 が 持 て 、 ま た 、 音 楽 の 専 門 知 識 が 乏 し い も の で も 作 曲 を 容 易 に 行 う こ と
が で き る 作 曲 支 援 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 楽 曲 の 演 奏 内 容 を 示 す 音 符 の 並 び で
あ る 音 符 列 を 生 成 す る こ と に よ り 行 わ れ る 作 曲 を 支 援 す る 装 置 で あ っ て 、 前 記 音 符 列 を 構
成 さ せ る 音 符 単 位 に 、 該 音 符 の 種 類 、 及 び 該 音 符 の 楽 譜 上 の 配 置 に 相 当 す る 発 音 条 件 を ユ
ー ザ ー の 指 示 に 応 じ て 自 動 的 、 且 つ 個 別 に 選 択 す る 音 符 選 択 手 段 と 、 前 記 音 符 選 択 手 段 が
自 動 的 に 個 別 に 選 択 し た 種 類 、 及 び 発 音 条 件 で 指 定 さ れ る 音 符 を 有 す る 前 記 音 符 列 を 生 成
す る 音 符 列 生 成 手 段 と 、 を 具 備 す る 作 曲 支 援 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 演 奏 又 は 作 曲 の た め の 装 置 が 身 体 の 不 自 由 な 人 に も 容 易 に 利 用 可 能 で
あ る な ら ば 、 そ の よ う な 人 の 治 療 や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 、 ま た は 、 楽 し み に つ な が る 。 す
な わ ち 、 身 体 の 不 自 由 な 人 が 容 易 に 利 用 可 能 な 演 奏 又 は 作 曲 の た め の 装 置 の 開 発 は 、 社 会
的 貢 献 に 価 す る も の で あ る 。 身 体 の 不 自 由 な 人 に も 利 用 可 能 な 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 許
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文 献 ３ に 、 筋 電 位 に よ り 家 電 製 品 等 の 制 御 を 行 う リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ が 提 案 さ れ て お り
、 特 許 文 献 ４ に 、 筋 電 位 に よ り 電 動 車 椅 子 の 制 御 を 行 う 車 両 制 御 装 置 及 び こ れ を 備 え た 車
両 が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 非 特 許 文 献 １ 及 び ２ に は 、 筋 電 位 信 号 自 体 を 音 源 と し て 演 奏
又 は 作 曲 を 行 う い わ ゆ る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ ア ー ト が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 09-127937号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2006-84855号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2003-244780号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 2006-84855号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 長 嶋 　 洋 一 著 「 生 体 セ ン サ に よ る 音 楽 表 現 の 拡 大 と 演 奏 表 現 の 支 援 に つ
い て 」 、 情 報 処 理 学 会 研 究 報 告 、 情 報 処 理 学 会 、 vol.98、 No.74(98-MUS-26)、 1998、 p.75
～ p.82
【 非 特 許 文 献 ２ 】 長 嶋 　 洋 一 著 「 新 ・ 筋 電 セ ン サ “ MiniBioMuse III” と そ の 情 報 処 理 」
、 情 報 処 理 学 会 研 究 報 告 、 情 報 処 理 学 会 、 vol.2001、 No.82(2001-MUS-41)、 2001、 p.1～ p
.8
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 身 体 の 不 自 由 な 人 に 容 易 に 利 用 可 能 な 演 奏 又 は 作 曲 の た め の 装 置 は 未 だ
提 案 さ れ て い な い 。 ま た 、 筋 電 位 を 利 用 し て 制 御 を 行 う 従 来 の 装 置 は 、 筋 電 位 信 号 自 体 を
音 源 と し て 、 ま た は ス イ ッ チ と し て 利 用 す る も の で あ り 、 そ の ま ま で は 操 作 者 が 満 足 で き
る よ う な 演 奏 又 は 作 曲 の た め の 装 置 を 構 成 す る の が 非 常 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 、 国 際 規 格 で あ る MIDI規 格 に よ る 電 子 楽 器 等
の 演 奏 装 置 を 身 体 の 不 自 由 な 人 が 容 易 に 演 奏 し 、 ま た 、 そ の 演 奏 の た め の 作 曲 を す る こ と
が で き る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 さ ら に は 、 従 来 提 案 さ れ て
い る 演 奏 又 は 作 曲 の た め の 装 置 以 上 に 簡 単 に 複 雑 な 音 楽 表 現 を 行 う こ と が で き 、 よ り 操 作
者 に 満 足 感 を 与 え る こ と が で き る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 等 は 、 一 般 に 、 電 子 楽 器 に お い て は 、 音 色 、 音 高 、 音 量 及 び 効 果 の ４ つ の 演 奏
パ ラ メ ー タ が 決 ま る と 所 望 の 楽 音 を 発 音 す る こ と が で き 、 CD、 MD、 DVD、 DATや 、 MIDI（ Mu
sical Instrument Digital Interface） ソ ー ス 等 の 音 響 情 報 を 再 生 す る 楽 音 再 生 装 置 で は
、 テ ン ポ 、 音 量 及 び 効 果 の ３ つ の 演 奏 パ ラ メ ー タ が 決 ま る と 所 望 の 楽 音 を 再 生 す る こ と が
で き る と い わ れ て い る こ と と 、 こ れ ら の 音 楽 的 要 素 は 、 筋 電 信 号 又 は 筋 電 時 間 微 分 信 号 の
発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 と そ れ ぞ れ 容 易 に 関 連 づ け る こ と が で き 、 高 度 な 音 楽
表 現 が 可 能 で あ る と い う こ と に 着 目 し て 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 筋 電 信 号 に 基 づ き 演 奏 デ ー タ 又 は 演 奏 制 御 デ ー
タ を 作 製 し 、 こ れ を 演 奏 装 置 に 入 力 す る た め の 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ っ て 、 筋 電 信 号
を 取 得 す る た め の 筋 電 セ ン サ と 、 該 筋 電 セ ン サ か ら の 筋 電 信 号 に 基 づ き 筋 電 時 間 微 分 信 号
を 作 製 す る 微 分 手 段 と 、 筋 電 信 号 又 は ／ 及 び 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 利 用 し て 演 奏 デ ー タ 又 は
演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る 入 力 装 置 と 、 該 入 力 装 置 に よ り 作 製 さ れ た 演 奏 デ ー タ 及 び 演 奏
制 御 デ ー タ を 保 存 す る 記 録 手 段 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 発 明 に お い て 、 入 力 装 置 は 、 筋 電 信 号 を 識 別 さ せ る 機 能 選 択 手 段 と 、 該 機 能 選 択 手
段 に よ り 識 別 さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基 づ く 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ
ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保 管 手 段 と 、 音 高 及 び 音 価 を 選 択 す る 音 符 取 得 手
段 と 、 操 作 メ ニ ュ ー と 結 果 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 と 、 前 記 特 徴 保 管 手 段 に 保 管 さ れ た 筋 電
信 号 の 持 続 時 間 を 音 価 に 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 と 、 を 有 す る も の で あ っ て 、 演 奏 デ ー タ
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を 作 製 す る こ と が で き る も の と す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 そ の 入 力 装 置 は 、 さ ら に 、 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 音 量 に 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段
を 有 す る も の と す る こ と が で き 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 演 奏 の テ ン ポ に 対 応 さ せ る
関 連 づ け 手 段 を 有 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 入 力 装 置 は 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 教 示 す る 動 作 教 示 手 段 と 、 筋 電 信
号 を 識 別 さ せ る 機 能 選 択 手 段 と 、 該 機 能 選 択 手 段 に よ り 識 別 さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基
づ く 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保
管 手 段 と 、 該 特 徴 保 管 手 段 に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ に 演 奏 曲 の テ ン ポ 、 筋
電 信 号 の 持 続 時 間 に 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 、 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 大 き さ に 音 量 を 対 応 さ せ る
関 連 づ け 手 段 と 、 操 作 メ ニ ュ ー 及 び 前 記 動 作 教 示 手 段 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 と 、 を 有 す る
も の で あ っ て 、 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る こ と が で き る も の と す る の が よ い 。 そ し て 、 こ
の 入 力 装 置 に 、 筋 電 信 号 と 関 係 づ け ら れ た 、 演 奏 曲 の テ ン ポ 、 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 及 び 音
量 の う ち 、 い ず れ か 一 以 上 の デ ー タ を パ ラ メ ー タ と す る 指 揮 パ タ ー ン を 表 示 さ せ る 表 示 手
段 を 設 け る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 入 力 装 置 は 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 教 示 す る 動 作 教 示 手 段 と 、 筋 電 信
号 を 識 別 さ せ る 機 能 選 択 手 段 と 、 該 機 能 選 択 手 段 に よ り 識 別 さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基
づ く 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保
管 手 段 と 、 該 特 徴 保 管 手 段 に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 大 き さ に 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 、 筋 電 時
間 微 分 信 号 の 大 き さ に 音 量 を 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 と 、 操 作 メ ニ ュ ー 及 び 前 記 動 作 教 示
手 段 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 と 、 を 有 す る も の で あ っ て 、 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る こ と が
で き る も の と す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 入 力 装 置 に 、 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス の 程 度 を
パ ラ メ ー タ と し 、 レ ガ ー ト 度 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 さ ら に 、 上 記 入 力 装 置 に 筋 電 信 号 の 大 き さ 及 び 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 大 き さ を 表 示
さ せ る 表 示 手 段 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 発 明 に お い て 、 筋 電 信 号 の 機 能 選 択 手 段 に よ る 識 別 は 、 筋 電 信 号 を ニ ュ ー ラ
ル ネ ッ ト ワ ー ク 処 理 に よ り 行 う も の で あ る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 上 記 発 明 に お い て 、 筋 電 セ ン サ の 出 力 を A/D変 換 し 、 全 波 整 流 及 び 平 滑 化 処 理
し て 得 ら れ る 時 系 列 信 号 を E l (t)(l=1、 2、 ・ ・ ・ 、 L)と し て 、 下 記 式 （ １ ） に よ り 表 さ れ
る P(t)を 入 力 装 置 へ 筋 電 信 号 と し て 出 力 す る セ ン サ 信 号 処 理 手 段 を 有 す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス に よ れ ば 、 国 際 規 格 で あ る MIDI規 格 に よ る 電 子 楽 器
等 の 演 奏 装 置 を 身 体 の 不 自 由 な 人 が 容 易 に 演 奏 し 、 ま た 、 そ の 演 奏 の た め の 作 曲 を す る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 従 来 提 案 さ れ て い る 演 奏 又 は 作 曲 の た め の 装 置 以 上 に 複 雑 な 音 楽 表
現 を 簡 単 に 行 う こ と が で き 、 よ り 操 作 者 に 満 足 感 を 与 え る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-310178 A 2007.11.29



【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図
１ は 、 本 発 明 に 係 る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス の 構 成 を 示 す 。 本 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 100は
、 筋 電 セ ン サ 40、 筋 電 セ ン サ 40か ら の 出 力 信 号 を 処 理 す る セ ン サ 信 号 処 理 手 段 43、 セ ン サ
信 号 処 理 手 段 43か ら の 出 力 信 号 を 時 間 微 分 し て 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 作 製 す る 微 分 手 段 45、
筋 電 信 号 又 は ／ 及 び 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 利 用 し て 演 奏 デ ー タ 又 は 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す
る 入 力 装 置 10、 入 力 装 置 10に よ り 作 製 さ れ た 演 奏 デ ー タ 及 び 演 奏 制 御 デ ー タ を 保 存 す る 記
録 手 段 50を 有 し 、 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 100に よ り MIDI規 格 に よ る 電 子 楽 器 等 の 演 奏 装 置 5
5を 演 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 入 力 装 置 10は 、 演 奏 デ ー タ を 作 製 す る た め の 入 力 装 置 10A、 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る
た め の 入 力 装 置 10Bか ら な る 。 入 力 装 置 10Aの 構 成 を 図 １ (b)及 び 図 ２ に 、 入 力 装 置 10Bの 構
成 を 図 １ (c)及 び 図 ３ に 示 す 。 図 ２ 又 は 図 ３ は 、 入 力 装 置 10A又 は 10Bの 表 示 手 段 18部 分 を
詳 細 に 示 す 説 明 図 で あ る 。 本 発 明 に お い て は 、 演 奏 制 御 デ ー タ は 入 力 装 置 10Bに よ り 作 製
す る こ と が で き る の で あ る が 、 演 奏 制 御 デ ー タ は 操 作 者 の 操 作 の 瞬 間 に 作 製 さ れ 、 演 奏 制
御 デ ー タ の 作 製 と 同 時 に 演 奏 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 一 部 の 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製
し な い で 、 そ の 部 分 を 予 め 記 録 さ れ た 演 奏 制 御 デ ー タ に よ り 自 動 演 奏 さ せ る こ と も で き る
。 す な わ ち 、 操 作 者 自 身 が あ た か も 演 奏 を 指 揮 し て い る よ う に 演 奏 す る こ と が 可 能 で あ り
、 ま た 、 自 身 で 演 奏 し て い る よ う に 演 奏 す る こ と も 、 合 奏 し て い る よ う に 演 奏 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ (b)及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 入 力 装 置 10Aは 、 筋 電 信 号 を 識 別 さ せ る 機 能 選 択 手 段 11
と 、 機 能 選 択 手 段 11に 識 別 さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基 づ く 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 識 別 記 号
、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保 管 手 段 15と 、 音 高 及 び 音 価 を 選 択
す る 音 符 取 得 手 段 12と 、 操 作 メ ニ ュ ー と 結 果 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 18と 、 特 徴 保 管 手 段 15
に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 持 続 時 間 を 音 価 に 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 16と 、 を 有 す る 。 表 示
手 段 18に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 操 作 メ ニ ュ ー を 表 す 機 能 選 択 手 段 11と 音 符 取 得 手 段 12が
表 示 さ れ 、 操 作 の 結 果 と し て 、 例 え ば 、 取 得 し た 音 符 が 五 線 譜 上 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 入 力 装 置 10Bは 、 図 １ (c)及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 教 示 す る
動 作 教 示 手 段 19と 、 筋 電 信 号 を 識 別 さ せ る 機 能 選 択 手 段 11と 、 機 能 選 択 手 段 11に よ り 識 別
さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基 づ く 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ
、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保 管 手 段 15と 、 特 徴 保 管 手 段 15に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 発 生 タ
イ ミ ン グ に 演 奏 曲 の テ ン ポ 、 筋 電 信 号 の 持 続 時 間 に 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 、 筋 電 時 間 微 分 信
号 の 大 き さ に 音 量 を 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 16と 、 操 作 メ ニ ュ ー 及 び 動 作 教 示 手 段 21を 表
示 す る 表 示 手 段 18と 、 を 有 す る 。 な お 、 上 記 に お い て 、 ニ ュ ア ン ス と は 、 ス タ ッ カ ー ト 、
レ ガ ー ト あ る い は レ ガ ー ト 的 で あ る か の 程 度 （ レ ガ ー ト 度 ） 、 す な わ ち そ の 曲 の ニ ュ ア ン
ス を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 入 力 装 置 10Bに は 、 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 筋 電 信 号 と 関 係 づ け ら れ た 、 演 奏
曲 の テ ン ポ 、 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 及 び 音 量 の う ち 、 い ず れ か 一 以 上 の デ ー タ を パ ラ メ ー タ
と す る 指 揮 パ タ ー ン を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 を 設 け る の が よ い 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は よ り
高 度 の 音 楽 表 現 が で き 、 そ の 結 果 を 視 覚 的 に 確 認 す る こ と が で き る 。 な お 、 指 揮 パ タ ー ン
の パ ラ メ ー タ は 多 い ほ ど 複 雑 な 表 現 が 可 能 で あ る が 、 １ つ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 入 力 装 置 10Bに は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 筋 電 信 号 の 大 き さ 、 筋 電 時 間 微 分 信 号
の 大 き さ 等 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 を 設 け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は ど の 程 度
の 音 量 あ る い は ニ ュ ア ン ス 等 で 演 奏 し て い る か 視 覚 的 に 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 本 発 明 に お い て 、 筋 電 セ ン サ 40は 公 知 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 筋 電 セ ン サ 40は
、 一 対 の 電 極 に よ り 一 つ の 筋 電 位 を 測 定 す る 形 式 の も の が 外 乱 に よ る 影 響 を 受 け に く い の
で 好 ま し い 。 測 定 の 対 象 に す る 筋 電 位 は 、 一 以 上 五 （ チ ャ ン ネ ル ） 以 下 と す る こ と が で き
、 二 又 は 三 （ チ ャ ン ネ ル ） の 筋 電 位 を 測 定 す る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 感 度 を 高 く す る こ
と が で き る と と も に 、 装 置 全 体 の 構 造 を 簡 単 に す る こ と が で き る の で 好 ま し い 。 例 え ば 、
腕 の 指 伸 筋 及 び 指 屈 筋 の 筋 電 位 な ど か ら 手 の ひ ら を 「 掌 屈 及 び 背 屈 、 握 る 及 び 開 く 」 4つ
の 動 作 に 対 応 す る 筋 電 位 を 測 定 す る に は 、 ３ チ ャ ン ネ ル 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 セ ン サ 信 号 処 理 手 段 43、 微 分 手 段 45、 記 録 手 段 50及 び 演 奏 装 置 55は 公 知 の も の を 使 用 す
る こ と が で き る 。 セ ン サ 信 号 処 理 手 段 43は 、 筋 電 セ ン サ 40か ら の 出 力 を A/D変 換 し 、 全 波
整 流 及 び 平 滑 化 処 理 し て 得 ら れ る 時 系 列 信 号 を E l (t)(l=1、 2、 ・ ・ ・ 、 L)と し て 、 下 記 式
（ １ ） に よ り 表 さ れ る P(t)を 筋 電 信 号 と し て 入 力 装 置 10に 出 力 す る こ と が で き る 。 こ れ に
よ り 精 度 の 高 い 筋 電 信 号 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 100の 構 成 を 説 明 し た 。 本 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス 100は 以
下 の よ う に 使 用 さ れ る 。 ま ず 、 演 奏 デ ー タ の 作 製 に つ い て 説 明 す る 。 所 要 の 部 位 に 筋 電 セ
ン サ 40を 装 着 し た 操 作 者 は 、 入 力 装 置 10Aを 操 作 す る こ と に よ っ て 演 奏 デ ー タ を 作 製 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 入 力 装 置 10Aを さ ら に 詳 細 に 説 明 す る と 、 機 能 選 択 手 段 11は 図 １ (b)又 は 図 ２ 右 側 部 分 に
示 す よ う に 、 図 ２ に お い て 文 字 を □ 枠 で 囲 ん だ キ ー 部 分 が 機 能 選 択 手 段 11で あ る 。 ど の よ
う な 機 能 が 選 択 さ れ て い る か は 選 択 さ れ た キ ー 部 分 が 明 示 さ れ る の で 、 操 作 者 は ど の 操 作
を し て い る か 認 識 す る こ と が で き る 。 選 択 さ れ た キ ー に よ り そ の 筋 電 信 号 を 識 別 す る 識 別
記 号 が 付 与 さ れ る 。 「 Play」 キ ー は 、 記 録 手 段 50に 蓄 え ら れ た 演 奏 デ ー タ を 自 動 演 奏 す る
場 合 の 機 能 キ ー で あ る 。 視 聴 し て い る 演 奏 を 停 止 す る 場 合 が 「 Stop」 、 記 録 手 段 50に 蓄 え
ら れ た 演 奏 デ ー タ を 以 下 に 説 明 す る 音 符 取 得 手 段 12に 読 み 込 む 場 合 は 「 Load」 、 作 製 し た
演 奏 デ ー タ を 記 録 手 段 50に 蓄 え る 場 合 は 「 Save」 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 演 奏 デ ー タ を 作 製 す る パ ー ト を 選 択 す る 場 合 は 「 Select」 で 、 メ ロ デ ィ ー 「 Melody」 、
和 音 「 Chord」 、 ベ ー ス 「 Base」 、 リ ズ ム 「 Rhythm」 を 選 択 す る こ と が で き る 。 記 録 手 段 5
0に 蓄 え ら れ た 演 奏 デ ー タ を 自 在 に 演 奏 し た い 場 合 は 、 演 奏 法 「 To play」 を 選 択 し 、 さ ら
に 「 P1」 又 は 「 P2」 の い ず れ か を 選 択 す る こ と が で き る 。 P1演 奏 法 は 、 以 下 に 説 明 す る よ
う に 一 拍 ご と に 演 奏 を 制 御 す る こ と が で き る 演 奏 法 で あ り 、 P2演 奏 法 は 一 小 節 ご と に 演 奏
を 制 御 す る こ と が で き る 演 奏 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 演 奏 デ ー タ を 取 得 す る た め の 音 符 取 得 手 段 12に 移 行 す る に は 、 機 能 選 択 手 段 11の 作 曲 「
Compose」 を 選 択 し 、 曲 の 拍 子 を 決 め る た め 「 Beat」 を 選 択 す る 。 「 Beat」 を 選 択 し 、 表
示 さ れ る 所 定 の 拍 子 及 び 作 曲 す る 最 小 の 音 価 の 音 符 を 選 択 す る こ と に よ り 、 図 ２ の 左 側 の
音 符 取 得 手 段 12に 移 行 す る こ と が で き る 。 な お 、 機 能 選 択 「 function」 を 選 択 す る こ と に
よ っ て 、 機 能 選 択 手 段 11に 移 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 作 曲 の た め の 拍 子 及 び 最 小 の 音 価 の 音 符 が 決 定 さ れ る と 、 図 ２ の 左 上 部 に 所 定 の 小 節 か
ら 構 成 さ れ る 五 線 譜 及 中 央 部 分 に 音 符 の 音 価 を 決 定 す る た め の 所 定 の マ ス 目 が 表 示 さ れ る
。 図 ２ の 例 は 、 3/4拍 子 で 、 最 小 の 音 価 の 音 符 が 八 分 音 符 の 場 合 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 音 符 取 得 手 段 12は 、 ま ず 、 図 ２ の 左 側 に 表 示 さ れ た 鍵 盤 を 選 択 し 、 音 高 を 決 め る こ と に
よ り な さ れ る 。 音 高 が 決 定 さ れ る と 、 そ の 音 高 に 対 応 す る マ ス 目 の 位 置 に マ ー ク （ 斜 線 部
） さ れ る 。 音 価 は 、 選 択 さ れ た 位 置 で 選 択 動 作 を 持 続 す る こ と に よ っ て な さ れ る 。 例 え ば
、 手 の ひ ら を 掌 屈 又 は 背 屈 動 作 に 伴 う 筋 電 信 号 に よ り 、 鍵 盤 の 任 意 の 位 置 に 選 択 ポ イ ン タ
ー を 移 動 さ せ 、 握 る 動 作 に 伴 う 筋 電 信 号 に よ り 音 高 を 決 定 す る 。 そ し て 、 そ の 動 作 を 維 持
す る と 、 図 ２ に 示 す よ う に 斜 線 部 に 連 な る 横 線 部 が 次 第 に 横 方 向 に 伸 び る 。 所 定 の 位 置 に
伸 び た と き に 、 握 り を 開 く 動 作 に 伴 う 筋 電 信 号 を 与 え る と 横 線 部 の 伸 び が 停 止 し 、 関 連 づ
け 手 段 16に よ り 所 定 の 音 価 が 決 定 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 音 高 及 び 音 価 が 決 定 さ れ る と
、 そ の 音 符 が 五 線 譜 上 に 表 示 さ れ る 。 な お 、 音 符 を 取 得 し た マ ス 目 を 斜 線 と 横 線 で 表 示 す
る こ と に よ り 、 同 一 音 高 の 音 符 が 連 な る 場 合 で あ っ て も こ れ を 明 確 に 区 別 す る こ と が で き
る 。 図 ２ の マ ス 目 の 縦 線 部 は 、 こ れ か ら 音 高 を 選 択 す る 位 置 で あ る こ と を 明 示 す る ポ イ ン
タ ー で あ る 。 ま た 、 図 ２ の 鍵 盤 の 上 部 に 示 さ れ た 「 Delete」 は 、 既 に 取 得 し た 音 符 を 削 除
す る 場 合 に 選 択 さ れ 、 そ の 五 線 譜 上 の 位 置 は 矢 印 「 → 」 又 「 ← 」 に よ り 移 動 さ せ て 選 択 す
る こ と が で き る 。 な お 、 矢 印 「 → 」 又 「 ← 」 に よ っ て 選 択 ポ イ ン タ ー を 移 動 さ せ 、 移 動 し
た 点 か ら 再 度 握 り の 動 作 を 行 う こ と で 、 音 符 の 上 書 き 修 正 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 記 の 操 作 に お い て 、 筋 電 セ ン サ 40か ら の 信 号 は 、 筋 電 信 号 及 び 筋
電 時 間 微 分 信 号 と し て 入 力 装 置 に 受 け 入 れ ら れ る 。 そ し て 、 そ れ ら の 信 号 は ど の よ う な 機
能 を 選 択 し た か に よ り 識 別 記 号 が 付 さ れ て 識 別 さ れ 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間
デ ー タ と し て 特 徴 保 管 手 段 15に 保 管 さ れ る 。 そ し て 保 管 さ れ た こ れ ら の デ ー タ は 、 例 え ば
、 特 徴 保 管 手 段 15に 設 け ら れ た 比 較 判 定 手 段 に よ り 、 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 が 所 定 の 閾 値 以
上 で な い 限 り 機 能 選 択 は 行 わ れ な か っ た も の と す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 特 徴 保 管 手 段 15に よ り 保 管 さ れ た 筋 電 時 間 微 分 信 号 を 音 量 に 対 応 さ せ る 関 連 づ け
手 段 16が 設 け ら れ て お り 、 例 え ば 、 上 述 の 音 高 を 選 択 す る と き そ の 選 択 動 作 が 激 し く 筋 電
時 間 微 分 信 号 の 大 き さ が 所 定 値 以 上 で あ る と き は そ の 程 度 に よ っ て 所 定 の 音 量 に な る よ う
に す る こ と が で き る 。 ま た 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 演 奏 の テ ン ポ に 対 応 さ せ る 関 連
づ け 手 段 を 設 け 所 定 の テ ン ポ を 選 択 す る よ う に す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 筋 電 信 号 を ニ
ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 処 理 し 、 こ の 出 力 信 号 に よ り 機 能 の 選 択 判 定 を 決 定 す る よ う に す る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 精 度 の 高 い 操 作 が 可 能 に な る 。 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 処 理 は
、 例 え ば 、 特 開 2003-244780号 公 報 に 開 示 さ れ た 方 法 を 使 用 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 つ ぎ に 、 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 演 奏 制 御 デ ー タ 作 製 に
よ り 、 一 拍 ご と に 演 奏 す る P1演 奏 法 の 演 奏 デ ー タ を 作 製 す る こ と が で き る 。 操 作 者 は 、 ま
ず 、 所 要 の 部 位 に 筋 電 セ ン サ 40を 装 着 し 、 入 力 装 置 10Bを 操 作 す る こ と に よ っ て 演 奏 制 御
デ ー タ を 作 製 す る 。 そ し て 、 そ の 演 奏 制 御 デ ー タ に 基 づ い て 演 奏 装 置 55を 演 奏 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 入 力 装 置 10Bに つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 本 入 力 装 置 10Bに も 、 入 力 装 置 10Aの 場 合
と 同 様 に 特 徴 保 管 手 段 15及 び 関 連 づ け 手 段 16が 設 け ら れ て い る 。 機 能 選 択 手 段 11は 、 図 ３
の 下 部 に 示 す よ う に 、 文 字 を □ 枠 で 囲 ん だ キ ー 部 分 で 示 さ れ て い る 。 ど の よ う な 機 能 が 選
択 さ れ て い る か は 選 択 さ れ た キ ー 部 分 が 明 示 さ れ 、 そ の 操 作 に 関 す る 筋 電 信 号 に 識 別 記 号
が 付 さ れ る の は 、 入 力 装 置 10Aの 場 合 と 同 様 で あ る 。 「 Play」 は 、 記 録 手 段 50に 蓄 え ら れ
た 演 奏 デ ー タ を 演 奏 す る 機 能 キ ー で あ る 。 視 聴 し て い る 演 奏 を と め る 場 合 が 「 Stop」 、 繰
り 返 し 視 聴 す る 場 合 が 「 Repeat」 、 視 聴 を 一 時 停 止 す る 場 合 が 「 Pause」 キ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 メ ロ デ ィ ー 「 Melody」 、 和 音 「 Chord」 、 ベ ー ス 「 Base」 及 び リ ズ ム 「 Rhythm」 キ ー は
、 そ れ ぞ れ メ ロ デ ィ ー 、 和 音 、 ベ ー ス 又 は リ ズ ム の 異 な る パ ー ト を 選 択 し て 演 奏 す る こ と
が で き 、 と も に 「 ON」 の 場 合 に 以 下 に 説 明 す る 演 奏 制 御 デ ー タ に よ り 自 在 に そ の パ ー ト を
演 奏 す る こ と が で き 、 「 OFF」 が そ の パ ー ト の 発 音 を 制 限 す る 場 合 で あ り 、 「 Auto-play」
が 予 め 作 製 し た 演 奏 制 御 デ ー タ に 基 づ い て 自 動 演 奏 を さ せ る 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 こ の 入 力 装 置 10Bに は 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 教 示 す る 動 作 教 示 手 段 21が
図 ３ の 上 部 に 「 Timing input」 と し て 表 示 さ れ 、 筋 電 信 号 と 関 係 づ け ら れ た 、 演 奏 曲 の テ
ン ポ 、 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 及 び 音 量 の う ち 、 い ず れ か 一 以 上 の デ ー タ を パ ラ メ ー タ と す る
指 揮 パ タ ー ン が 図 ３ の 中 央 左 部 に 表 示 さ れ て い る 。 本 例 の 場 合 は 、 3/4拍 子 の 場 合 で あ り
、 拍 子 が 進 む に 従 っ て 、 「 Timing input」 は １ 、 ２ 、 ３ と 着 色 部 分 が 伸 張 し て 拍 子 を 表 示
し 、 指 揮 パ タ ー ン は 三 角 印 を 描 く 。 「 Timing input」 は 選 択 さ れ た 演 奏 曲 の 演 奏 制 御 デ ー
タ に 基 づ い て 拍 子 を 取 る の で 変 え る こ と は で き な い が 、 指 揮 パ タ ー ン は 、 操 作 者 の 作 製 す
る 演 奏 制 御 デ ー タ に 基 づ い て 変 化 す る 。 な お 、 演 奏 さ れ る 曲 は 、 操 作 者 が 作 製 す る 演 奏 制
御 デ ー タ に 従 っ て 演 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 な 演 奏 操 作 に つ い て 説 明 す る と 、 先 ず 、 操 作 者 は 演 奏 す る 曲 目 を 選 び 図 ３ に 示 す
操 作 メ ニ ュ ー 画 面 を 選 択 す る 。 つ ぎ に 、 例 え ば 、 「 Melody」 キ ー を 選 ん で 、 他 の パ ー ト は
自 動 演 奏 さ せ る よ う に す る 。 そ し て 、 「 Play」 キ ー を 選 ん で 演 奏 を 始 め る 。 曲 の 進 行 に 従
っ て 、 「 Timing input」 が 変 化 す る 。 そ の 指 示 に 従 っ て 、 例 え ば 手 を 握 る 動 作 に 関 す る 筋
電 信 号 を 発 生 さ せ る こ と に よ り 、 「 Timing input」 に 従 っ た 演 奏 を す る こ と が で き る 。 こ
の 操 作 に お い て 、 握 る 動 作 を 激 し く （ 速 く ） す る と 、 大 き な 筋 電 微 分 時 間 信 号 を 発 生 さ せ
る こ と が で き 音 量 の 大 き い 演 奏 を さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 一 拍 に 相 当 す る 握 る 動 作 を
長 く す る と レ ガ ー ト 的 な 演 奏 を す る こ と が で き る 。 な お 、 上 記 に お い て 、 「 Timing input
」 に 従 っ た 演 奏 操 作 を し な か っ た 場 合 は 、 操 作 者 の 指 示 に 従 っ た 演 奏 が 行 わ れ る 。 ま た 、
本 例 の 場 合 は 、 筋 電 信 号 の 大 き さ （ 「 Power level」 ） 及 び 筋 電 時 間 微 分 信 号 の 大 き さ （
「 Estimated velocity」 ） が 表 示 さ れ る よ う に な っ て お り 、 操 作 者 は 、 ど の 程 度 の 筋 力 を
発 揮 し た か （ 筋 力 情 報 ） が 分 か る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 本 発 明 に つ い て 説 明 し た 。 上 述 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、
MIDI規 格 の 演 奏 装 置 を 演 奏 さ せ る 演 奏 曲 の 作 曲 や 記 録 さ れ た 曲 の 自 在 な 演 奏 を 身 体 の 不 自
由 な 人 に も 筋 電 信 号 を 使 っ て 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 筋 電 信 号 と そ の
時 間 微 分 信 号 を 利 用 す る の で 多 く の 情 報 を 処 理 す る こ と が で き 、 複 雑 な 音 楽 表 現 も 行 う こ
と が で き る 。 本 発 明 は 上 記 に 説 明 し た 実 施 例 の み な ら ず 、 身 体 の 不 自 由 な 人 の 操 作 程 度 に
よ っ て 、 種 々 の 利 用 を す る こ と が で き 、 例 え ば 、 演 奏 を 一 小 節 ご と に 制 御 す る 演 奏 法 （ P2
演 奏 法 ） 用 の 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 、 P2演 奏 法 用 の 演 奏 制 御 デ ー タ を 作 製 す る た め の 入 力 装 置 の 例 を 示 す 。 本 例 の 入
力 装 置 10Bは 、 筋 電 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 教 示 す る 動 作 教 示 手 段 21と 、 筋 電 信 号 を 識 別
さ せ る 機 能 選 択 手 段 11と 、 機 能 選 択 手 段 11に よ り 識 別 さ れ た 筋 電 信 号 及 び そ れ に 基 づ く 筋
電 時 間 微 分 信 号 の 識 別 記 号 、 発 生 タ イ ミ ン グ 、 大 き さ 、 持 続 時 間 を 保 存 す る 特 徴 保 管 手 段
15と 、 特 徴 保 管 手 段 15に 保 管 さ れ た 筋 電 信 号 の 大 き さ に 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス 、 筋 電 時 間 微
分 信 号 の 大 き さ に 音 量 を 対 応 さ せ る 関 連 づ け 手 段 16と 、 操 作 メ ニ ュ ー 及 び 前 記 動 作 教 示 手
段 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 18と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 例 の 場 合 、 動 作 教 示 手 段 21は 、 図 ４ の 上 部 に 、 ６ 個 の □ 枠 （ 「 Input」 ） で 表 示 さ れ
て お り 、 ６ つ の □ 枠 で 一 小 節 分 が 示 さ れ る 。 曲 が 進 行 す る に 従 っ て 、 図 右 方 に □ は 色 つ き
さ れ て い く の で 、 操 作 者 は 、 演 奏 タ イ ミ ン グ を 知 る こ と が で き る 。 図 ４ の 場 合 は 各 小 節 の
一 拍 目 を 演 奏 し て い る 場 合 を 示 す 。 テ ン ポ は 、 上 記 演 奏 タ イ ミ ン グ の 表 示 図 の 下 部 に １ ３
個 の 小 の □ 枠 （ 「 Slow Fast」 ） で 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 本 例 の 場 合 も 筋
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力 情 報 が 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 本 例 の 場 合 は 、 演 奏 曲 の ニ ュ ア ン ス は 予 め
定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 演 奏 は 、 操 作 者 が 演 奏 タ イ ミ ン グ を 計 り 、 次 の 小 節 に 進 む 前 、 す な わ ち 、 演 奏 す る 小 節
の 直 前 の 裏 拍 の 所 定 の 時 間 内 に 筋 電 信 号 が 入 力 さ れ た と き に そ の 小 節 が 演 奏 で き る よ う に
な っ て い る 。 そ し て タ イ ミ ン グ が ず れ た 場 合 は そ の 小 節 を 演 奏 す る こ と が で き な い よ う に
な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 演 奏 を 楽 し む と 同 時 に 筋 電 位 の 操 作 、 す な わ ち 、 身
体 の 動 作 訓 練 を も 行 う こ と が で き る 。 な お 、 演 奏 タ イ ミ ン グ の と り 方 は 、 表 拍 と す る こ と
も で き る が 、 操 作 者 の 満 足 度 か ら 言 え ば 裏 拍 で タ イ ミ ン グ を と る の が よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 上 述 の よ う に 身 体 の 不 自 由 な 人 に も 容 易 に 使 用 す る こ と が で き る も の で
あ る が 、 必 ず し も 必 要 な 筋 電 位 を 採 取 す る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、
図 ４ の よ う な 演 奏 タ イ ミ ン グ 表 示 、 ニ ュ ア ン ス 表 示 及 び 筋 力 情 報 表 示 を 設 け た 訓 練 テ ス ト
パ タ ー ン を 設 け 、 操 作 者 が 所 定 の 筋 電 信 号 を 発 生 す る よ う に 訓 練 す る よ う に す る こ と も で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス の 構 成 図 で あ り 、 図 (a)は 全 体 図 、 図 (b)は 演
奏 デ ー タ 作 成 用 の 入 力 装 置 部 分 図 、 図 (c)は 演 奏 制 御 デ ー タ 作 成 用 の 入 力 装 置 部 分 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 演 奏 デ ー タ 作 成 用 の 入 力 装 置 の 表 示 手 段 部 分 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 演 奏 制 御 デ ー タ 作 成 用 の 入 力 装 置 の 表 示 手 段 部 分 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 他 の 例 の 演 奏 制 御 デ ー タ 作 成 用 の 入 力 装 置 の 表 示 手 段 部 分 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 10　 　 入 力 装 置
　 11　 　 機 能 選 択 手 段
　 12　 　 音 符 取 得 手 段
　 15　 　 特 徴 保 管 手 段
　 16　 　 関 連 づ け 手 段
　 18　 　 表 示 手 段
　 21　 　 動 作 教 示 手 段
　 40　 　 筋 電 セ ン サ
　 43　 　 セ ン サ 信 号 処 理 手 段
　 45　 　 微 分 手 段
　 50　 　 記 録 手 段
　 55　 　 演 奏 装 置
　 100　 　 演 奏 イ ン タ ー フ ェ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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